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 近年，個人が管理する電子メール，デジカメ写真等の個人

コンテンツの飛躍的な増加に伴い，個人コンテンツを対象と

した効果的な検索手法が注目されている．個人コンテンツの

重要な特徴の一つとして，それが個人の経験と密接に関連し

ていることがあげられる．本研究では，個人コンテンツを個

人経験の表現として捉え，個人コンテンツ検索に於いて利用

者はコンテンツ自体ではなく，経験を検索していると仮定す

る．この仮定により，個人コンテンツ間に存在する明示的ま

たは暗黙的なリンクを利用し，与えられたキーワードに関連

する経験表現の適切さという観点から，コンテンツ間のリン

ク構造を利用して個人コンテンツをランキングする手法の

可能性について考察する． 
 

Recently years, according to the remarkable increasing 
of the number of personal contents, such as e-mail 
messages and digital photographs and so on, it is required 
to develop an effective search technique for personal 
contents. One of the characteristic features of personal 
contents is that many of personal contents are related to 
personal experiences. In this paper, we treat personal 
contents as representations of personal experience, and 
we assume that a user requests to obtain various types 
of information about personal experiences instead of 
personal contents on personal contents search. Based on 
this assumption, we discuss a novel ranking technique for 
personal contents. This technique uses explicit links and 
implicit links among personal contents for ranking. The 
ranking criterion is how sufficiently targets represent 
personal experiences. 

 
 

1. はじめに 
近年，デジタルカメラ，デジタルビデオカメラ，カメラ付

き携帯電話などの記録装置が普及し，気軽にデジタルイメー

ジを撮影できるようになった．また，電子メールは一般的な

通信手段として認知され，Blog や SNS によるコミュニケー

ションも一般化し，個人のコミュニケーションを記録したテ
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キストも増加の一途を辿っている．さらに，音楽や映像など

をデジタル化して携帯電話や携帯型オーディオ機器に  

ダウンロードして使用する利用形態が広く普及した．一方，

ハードディスクの大容量化及び低価格化により，個人で大量

のデジタルコンテンツが蓄積しておくことが現実的になっ

た．しかし，大量のデジタルコンテンツが蓄積可能になった

反面，大量のデジタルコンテンツの中から必要なコンテンツ

を探し出すことが困難になるという新たな問題が生じてい

る．こうした背景の下，大量の個人コンテンツを効果的に管

理することの重要性が増大している[1]．なお，本論文では，

個人コンテンツとは個人が所有し，個人で管理するデジタル

コンテンツを指すものとする．  
現在，我々は，個人コンテンツを効率的に管理し，効果的

に活用可能なシステムの開発に取り組んでいる．本論文では，

検索による個人コンテンツの効率的な管理を目的とし，個人

コンテンツを，ユーザの検索要求に基づいてランキングする

新しいアプローチを提案し，その可能性について議論する．  
 

2. 個人コンテンツと検索 
2.1 経験表現とコンテンツ 

個人コンテンツには様々な種類があり，様々な分類が考え

られる．本研究では，個人コンテンツを以下の２種類に分類

する． 
(1) 自分の経験と深く関係するコンテンツ 
(2) 自分の経験と関係しないコンテンツ 
前者は，経験コンテンツ，後者を非経験コンテンツと呼ぶ．

経験コンテンツの具体例として，電子メール，デジタル写真

などがある．非経験コンテンツの具体例として，CD からリ

ッピングした楽曲等がある．本論文では，経験コンテンツに

対象を限定し，単に個人コンテンツといった場合には経験コ

ンテンツを指すものとする． 
単一の個人コンテンツは複数の経験について表現してい

ることがある．単一の経験は複数の個人コンテンツによって

表現される．本研究では，利用者が個人コンテンツを検索す

ることの目的は，利用者が経験について情報を獲得すること

であるとする．すなわち，検索対象は個人コンテンツ自体で

はなく，個人コンテンツに記録された経験であると考える．

これは，利用者が，個人コンテンツを介して，経験に到達す

るイメージである． 
検索において，利用者は検索対象を想像し，その特徴をキ

ーワードとして与える．本研究では，利用者は，個人コンテ

ンツの特徴ではなく，経験に関する特徴を指定すると考える．

従来型のコンテンツ検索手法では，コンテンツ自体を検索対

象として考えてきたのに対して，本研究では，コンテンツが

表す内容を検索対象とする．提案手法では，検索対象となる

内容である経験をモデル化することにより，個人コンテンツ

に対して従来型の検索手法とは異なった新しいランキング

のアプローチが適用できる． 
2.2 経験要素と個人コンテンツの評価 

本研究では，個人コンテンツの検索に於いて検索結果のラ

ンキングの実現を対象としている．検索結果のランキングに

は様々な基準が考えられる． 
従来のテキスト検索においては，利用者が与えたキーワー

ドとテキストの関連の度合いによって重み付けを行い，ラン

キングする手法が一般的である．一方，我々は，利用者の検

索要求は経験であるとし，利用者が想定する経験に関する情

報が最も詳しく述べられている個人コンテンツが最も重要 
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していると考えられる場合に，２コンテンツ間に暗示的なリ

ンクを設定する．利用者は，興味のある経験に関する個人コ

ンテンツを見ている．しかし，利用者が必要としている情報

はそこには存在していない場合，関連する個人コンテンツに

アクセスして不足している情報を補う．暗示的なリンクは，

ある個人コンテンツから連想的に他の個人コンテンツに遷

移するパスを表す． 
例えば，２つのメール A，メール B が共に，ある会議（経

験）に関連する内容を含んでいるとする．メール A，メール

B は共に 2007/7/2 という時間表現を含んでいる．メール A
は，会議の会場（場所）について確認する内容である．メー

ル B は，会議の参加者に関する内容である．メール A を読

んでいて，利用者は参加者について知りたくなるかもしれな

い．メール A,B は同一の時間表現を含んでいるため，それら

には暗示的時間リンクが存在する．このリンクの遷移は，メ

ール A を見ている利用者が，同じ日付を含むメール B を見

て参加者を確認する振る舞いを表している． 
4.2 リンクの重み 

リンクは，利用者の連想的な個人コンテンツ閲覧の遷移を

表している．リンクの元になった経験要素表現自体の特徴や，

同一のコンテンツに含まれる他の経験要素表現に依存して，

遷移の可能性は変化する．遷移のしやすさをリンクの重みと

して捉える． 
リンクの重みは概念の包含関係によって定義する．経験要

素表現に対して概念領域を与え，それに基づいて重みを導出

する．経験要素表現ܽの概念領域をrሺܽሻと表記する．2 個の経

験要素表現ܽଵ, ܽଶの概念領域の共通部分をrሺܽଵሻ ِ rሺa2ሻとす

る．いま，領域rሺaሻの大きさをsizeሺrሺaሻሻと表記するとき，経

験要素表現ܽଵからܽଶへのリンク݈௔భ,௔మの重みwሺl௔భ,௔మሻを以下の

ように定義する． 
w൫݈௔భ,௔మ൯ ൌ size൫rሺ௔భሻِrሺ௔మሻ൯

 size൫rሺ௔భሻ൯
 (1) 

概念領域は個々の経験要素表現に関して定義する必要が

ある．例えば，時間区間は時間軸上の区間に割り当てること

が考えられる．場所概念は地理空間上の平面領域に割り当て

ることが考えられる．人名は，姓と名に分けることが考えら

れる．本論文では，概念範囲設定の具体的な手法については

言及しない． 
4.3 リンクの重みに基づいた重要度の計算 

検索対象とする個人コンテンツ集合をܥ ൌ ሼܿଵ, ڮ , ܿெሽとす

る．いま，利用者が検索要求として与えたキーワードを含む

個人コンテンツ集合をܴ଴ ك Cとする．また，ܴ଴に含まれる個

人コンテンツとの間にリンクが存在する個人コンテンツを

ܴଵ ك とする．本手法では，ܴ଴とܴଵの和集合ܴܥ ൌ ܴ଴ ׫  ܴଵに

含まれる個人コンテンツに対して重要度を考えランク付け

をおこなう．なお，ܴに含まれる要素の数をܰとする． 
本研究では，対象とするコンテンツ集合間を利用者が閲覧

しながら情報を確認するとし，重要なコンテンツにはリンク

による遷移が集中して存在確率が高くなると仮定する．この

アプローチは Web ページの重要度を計算する PageRank ア

ルゴリズム[4]と同一である．PageRank アルゴリズムと提案

手法の比較は 5 節で行う． 
利用者が，個人コンテンツ集合をリンク構造に基づいてブ

ラウジングするとする．時刻ݐにおいて個人コンテンツܿ௜を閲

覧している確率を݌௜,௧と表現する．時刻ݐにおける集合ܴに含

まれる個人コンテンツの閲覧確率を列ベクトル࢖௧ ൌ
൫݌ሺଵ,௧ሽ, … , ௡,௧൯T݌

と表現する．個人コンテンツܿ௜から ௝ܿのリンク

を݈௜,௝,ଵ, ݈௜,௝,ଶ, … , ݈௜,௝,ேと表記する．また，リンク݈の重みをwሺ݈ሻと
表記する．時刻ݐにおいてܿ௜を閲覧している利用者が，時刻

ݐ ൅ 1に於いて ௝ܿに遷移する確率を݁௜,௝と表記し，その値を以下

のように定義する． 
݁௜,௝ ൌ

∑ ୵൫௟೔,ೕ൯
∑ ୵ሺ௟೔ሻ  (2) 

ここで，∑ w൫݈௜,௝൯はc୧からc୨へのリンクの重みの総和を表し，

∑ wሺ݈௜ሻはܿ௜から出ているリンクの総和を表している． 
遷移確率݁௜,௝から構成される遷移確率行列 

ࡱ ൌ ൮

݁ଵ,ଵ  ݁ଵ.ଶ …  ݁ଵ,ே 
 ݁ଶ,ଵ  ݁ଶ,ଶ … ݁ଶ,ே 

ڭ  ڭ  ڰ  ڭ 
 ݁ே,ଵ  ݁ே,ଶ  …  ݁ே,ே

൲ (3) 

を利用すると，存在確率࢖௧ାଵは以下のように表現できる． 
௧ାଵ࢖ ൌ  ௧ (4)࢖Tࡱ
リンクが存在しない個人コンテンツ間で遷移が起こる確

率をダンピングファクタ݀として与えると，存在確率࢖௧ାଵは，

以下のように表現できる． 
௧ାଵ࢖ ൌ ݀ ቀଵ

ே
ቁ ௧࢖ ൅  ሺ1 െ ݀ሻࡱT࢖௧ (5) 

上記の遷移を繰り返すと遷移確率 ࢖ は一定の値に収束する．

収束したそれぞれの存在確率を個人コンテンツの重要度と

みなす． 
 

5. 考察 
5.1 提案アプローチの特徴 
提案手法では，個人コンテンツは 2 種類の役割を果たして

いる．一つ目の役割は，利用者の経験の幾つかの側面を記録

し，利用者が情報を得る表現としての役割である．二つ目の

役割は，利用者のクエリを変換する知識としての役割である． 
これまで，多くのコンテンツに関する検索手法ではコンテン

ツは表現としての側面のみが協調されていた．提案手法では，

コンテンツは，検索対象であると同時にクエリを変換する知

識としての役割を果たしている．知識としての役割を果たす

事ができるためには，利用者の情報要求に対するに対するモ

デルが必要である．本研究では，利用者の情報要求は利用者

の経験であるとし，経験を 5W1H でモデル化することによ

り，クエリを知識として利用することが可能となった． 
現在，個人コンテンツ管理のために幾つかのデスクトップ

サーチツールが提供されている．デスクトップサーチツール

によって行われる検索は，コンテンツが含むテキスト情報を

利用した検索技術が中心的な要素である．これらは，基本的

にコンテンツが含むテキストに対して全文検索を提供する

が，テキスト情報を持たないコンテンツに対する検索や，連

想的な検索は提供していない．提案手法は内容に基づいた暗

黙的なリンクによりこれらを提供する． 
5.2 Web ページ検索との比較 

Web ページ検索ではロボットを利用した全文検索型のサ

ーチエンジンが広く利用されている． Web ページを対象に

して全文検索を行う場合，利用者が与えた検索語を含むペー

ジは膨大であることが普通である．つまり，再現率は高いが

適合率が低いと考えられる．Web ページ検索においては，適

合率を向上させるための技術が重要である． 
個人コンテンツ検索では，検索結果は大量ではあったとし

ても，ウェブページほどではない．個人コンテンツ検索では，

再現率を向上させることが重要である．コンテンツによって

は，利用者が与えたキーワードにマッチしないような対象で 
も関連するコンテンツを検索結果に含める事が必要である． 
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しかし，単に再現率を向上させるだけでなく，候補を多数提

供しつつ，それらに対して適切なランク付けを行うことが重

要である． 
5.3 PageRank アルゴリズムとの比較 
提案手法はコンテンツ間に設定したリンク間で重みを伝

搬させ，複数回遷移させて収束した値をコンテンツの重みで

あると判断している．このアプローチは，代表的な Web 検

索エンジンである Google において利用されているランキン

グアルゴリズムである PageRank アルゴリズム[4]に類似し

ている． 
5.3.1 PageRank アルゴリズム 

PageRank はハイパーリンクに基づくページのリンク構

造を利用して，Web ページの重要度を計算するアルゴリズム

である．PageRank の基本的な考え方は，ページ間に存在す

るリンクに基づいて重みを伝播させるものである．例えば，

リンク元ページ݌଴が݊種類のリンクを有するとし，݌଴に与え

られたランクがݎであるとする．リンク先のページに分配さ

れる重みはݎ/݊となる．リンクが存在しないところに対して

も，一定の確率（ダンピングファクタ）で重みを分配させる．

このようなリンクに基づく重みの伝搬を再帰的に計算する

と一定の値に収束する．この収束した値をそのページの重要

度と見なす． 
5.3.2 PageRank との相違点 
提案手法は，基本的に PageRank と同様にページのリンク

構造に基づいて重みを伝搬させる．個人コンテンツ間には

Web ページのように明示的なリンクは存在しないため，提 
案手法では内容に基づいた暗示的リンクも利用する．

PageRank アルゴリズムでは，リンクの質を考慮せず，すべ

てのリンクに対して公平な価値が与える．すなわち，一つの

ノードから複数のエッジが出現する場合，それらに分配され

る重みは同一であるとし，リンク元ページからリンク先ペー

ジに平均的に分配する．提案手法では，リンクに重みをつけ

て，伝播させる重みの量を変化させている． 
5.3.3 その他の関連研究 
甲谷ら[5] らはパーソナルコンピュータに蓄積されたコン

テンツに対して PageRank を適用する手法を提案している．

この手法では，Web ページの PageRank から，文書の類似

度を利用して，リンク構造を持たないテキストの重要度を計

算する．このアプローチは，インターネット上で重要である

と判断されたページに，類似した個人コンテンツは重要であ

るという仮定に基づいている．この手法は，客観的な事実を

記述した文書では有効であると思われるが，個人の経験を検

索する場合には適用できないと予想される． 
中谷ら[6]は文書間類似度とキーワードを利用して，Web

ページ間に関連リンクを自動的に生成する手法を提案して

いる．この手法では，単語の出現頻度に基づいてページ間の

類似度を判断し，類似したページ間にリンクを生成する．こ

の手法では，一般的な Web ページを対象としているため，

ページ間の類似度という 1 種類のリンクしか考えていない．

これに対して，本手法では，個人の経験についての情報を得

るための個人コンテンツ検索を対象とすることにより，

5W1H という 6 種類の関連を考えている．個人コンテンツは

テキストデータが短く，Web ページのように単語頻度に基づ

く類似度が正確に獲得できないことが多いため，提案手法の

方が個人コンテンツを対象とした場合には有効であると考

えられる． 
向ら[7]は利用者の Web ページの閲覧履歴に基づいて

PageRank における Web ページの遷移確率を変更する手法

を提案している．この手法では，履歴情報を利用す 
るため，新規に導入されたコンテンツに対して適用できない．

また，個人コンテンツは Web ページのようなパブリックコ

ンテンツと異なり，同一のコンテンツを利用する頻度が少な

いため十分な履歴情報を取得することが困難であるため，個

人コンテンツ検索への適用は難しい． 
 
6. まとめ 
本論文では，利用者の経験表現という視点から個人コンテ

ンツ間にリンクを設定し，リンク構造に基づいて個人コンテ

ンツ検索結果をランク付けする手法を提案した． 
今後，コンテンツに含まれる経験要素の量について調査し，

自動的な経験要素表現の抽出方法を開発する予定である．ま

た，本研究では個人コンテンツ間の暗黙的なリンクをランキ

ングに利用したが，個人コンテンツの有効的な活用という視

点から考えると，ランキング以外の利用も考えられる．例え

ば，暗黙的なリンクに基づいて利用者が関連するコンテンツ

を閲覧可能な対話環境を提供することが考えられる．これら

の可能性についても検討していく． 
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